
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
四
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
省
令

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
百
九
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

１
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
百
九
十
三
号
。
第
六
号
に
お
い
て
「
改
正
政
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
様
式
第
一
号
に
よ
る
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
に
あ
っ
て
は
、
市
長
と
す
る
。
）
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
設
置
の
場
所

三
　
処
理
能
力

四
　
処
理
方
式
、
構
造
及
び
設
備
の
概
要

五
　
処
理
に
伴
い
生
ず
る
排
水
の
処
理
方
法
（
排
出
の
方
法
（
排
出
口
の
位
置
、
排
出
先
等
を
含
む
。
）
を
含
む
。
）

六
　
改
正
政
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
（
以
下

「
設
置
者
」
と
い
う
。
）
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所

七
　
設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
役
員
の
氏
名
及
び
住
所

八
　
設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の
百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五
以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
氏
名
又
は
名

称
、
住
所
及
び
当
該
株
主
の
有
す
る
株
式
の
数
又
は
当
該
出
資
を
し
て
い
る
者
の
な
し
た
出
資
の
額

九
　
設
置
者
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
八
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
住
所

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
施
設
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
及
び
構
造
図

二
　
当
該
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画
書

三
　
処
理
工
程
図

四
　
当
該
施
設
の
付
近
の
見
取
図

五
　
当
該
施
設
の
設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
技
術
的
能
力
を
説
明
す
る
書
類

六
　
当
該
施
設
の
設
置
及
び
維
持
管
理
に
要
す
る
資
金
の
総
額
及
び
そ
の
資
金
の
調
達
方
法
を
記
載
し
た
書
類

七
　
設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
直
前
三
年
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
並
び
に
法
人
税
の
納
付
す
べ
き
額
及
び
納
付
済
額
を
証
す
る
書
類

八
　
設
置
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
資
産
に
関
す
る
調
書
並
び
に
直
前
三
年
の
所
得
税
の
納
付
す
べ
き
額
及
び
納
付
済
額
を
証
す
る
書
類

九
　
設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

十
　
設
置
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類

十
一
　
設
置
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
書
類

十
二
　
設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
役
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類

十
三
　
設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の
百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五
以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
住
民
票
の

写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
）

十
四
　
設
置
者
に
政
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
一
月
二
八
日
環
境
省
令
第
三
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
四
日
環
境
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
一
月
八
日
環
境
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
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様
式
第
一
号

1

別
表
第
一

参
考
項
目
（
第
二
十
一
条
関
係
）

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価

生
物
の
多
様
性
の
確
保

人
と
自
然
と
の
豊
か

環
境
へ
の
負
荷
の
量

一
般
環
境
中

さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素

及
び
自
然
環
境
の
体
系

な
触
れ
合
い
の
確
保

の
程
度
に
よ
り
予
測

の
放
射
性
物

環
境
要
素

的
保
全
を
旨
と
し
て
調

を
旨
と
し
て
調
査
、

及
び
評
価
さ
れ
る
べ

質
に
つ
い
て

の
区
分

査
、
予
測
及
び
評
価
さ

予
測
及
び
評
価
さ
れ

き
環
境
要
素

調
査
、
予
測

れ
る
べ
き
環
境
要
素

る
べ
き
環
境
要
素

及
び
評
価
さ

れ
る
べ
き
環

境
要
素

影
響
要
因

大
気
環
境

水
環
境

土
壌
に

動
物

植
物

生
態
系

景
観

人
と
自

廃
棄
物

温
室
効
果

放
射
線
の
量

の
区
分

係
る
環

然
と
の

等

ガ
ス
等

境
そ
の

触
れ
合

他
の
環

い
の
活

境

動
の
場

大
気
質

騒
音

振
動

悪
臭

水
質

地
下

地
形
及

水

び
地
質

窒
素

い
お

粉
じ

騒
音

振
動

悪
臭

水
の

水
の

有
害

地
下

重
要
な

重
要

重
要

地
域
を

主
要
な

主
要
な

建
設
工

メ
タ

二
酸

放
射
線
の
量

酸
化

う
酸

ん
等

汚
れ

濁
り

物
質

水
の

地
形
及

な
種

な
種

特
徴
づ

眺
望
点

人
と
自

事
に
伴

ン

化
炭

物

化
物

等

流
れ

び
地
質

及
び

及
び

け
る
生

及
び
景

然
と
の

う
副
産

素

注
目

群
落

態
系

観
資
源

触
れ
合

物

す
べ

並
び
に

い
の
活

き
生

主
要
な

動
の
場

息
地

眺
望
景

観

工
事

建
設
機
械
の
稼
働

陸
上

○

○

○

○

○

※

○

の
実

埋
立

施

建
設
機
械
及
び
作

水
面

○

○

○

○

○

※

○

業
船
の
稼
働

埋
立

資
材
、
機
械
及
び
建
設
工

事
に
伴
う
副
産
物
の
運
搬

○

○

○

○

○

※

○

に
用
い
る
車
両
の
運
行

造
成
等
の
施
工

陸
上

○

○

○

○

○

○

○

○

※

○

埋
立

護
岸
等
の
施
工

水
面

○

○

○

○

○

○

○

※

○

埋
立

土
地

陸
上

○

○

○

○

○

○

○

又
は

埋
立

2



2

工
作

最
終
処
分
場
の
存

物
の

在

存
在

水
面

○

○

○

○

○

○

○

及
び

埋
立

供
用

陸
上

○

○

○

○

※

○

埋
立
・
覆
土
用
機

埋
立

械
の
稼
働

水
面

○

○

○

※

○

埋
立

陸
上

○

○

浸
出
液
処
理
施
設

埋
立

の
稼
働

水
面

○

埋
立

廃
棄
物
及
び
覆
土
材
の
運

○

○

○

○

○

※

○

搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行

廃
棄
物
及
び
覆
土

水
面

材
の
運
搬
に
用
い

埋
立

○

○

○

○

る
船
舶
の
運
航

廃
棄
物
の
存
在
・
分
解

○

○

浸
出
液
処
理
水
の
排
出

○

○

○

備
考一

○
印
は
、
各
欄
に
掲
げ
る
環
境
要
素
が
、
影
響
要
因
の
区
分
の
項
に
掲
げ
る
各
要
因
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
、
※
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
放
射
性
物
質
が

相
当
程
度
拡
散
・
流
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
適
用
す
る
。

二

こ
の
表
に
お
け
る
「
影
響
要
因
の
区
分
」
は
、
次
に
掲
げ
る
最
終
処
分
場
事
業
に
お
け
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容
を
踏
ま
え
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。

イ

最
終
処
分
場
の
種
類

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
又
は
産
業
廃
棄
物
の
管
理
型
最
終
処
分
場
と
す
る
。

ロ

立
地
の
形
式

陸
上
埋
立
又
は
水
面
埋
立
と
す
る
。

ハ

工
事
に
関
す
る
内
容

陸
上
埋
立
に
お
い
て
は
、
準
備
工
事
と
し
て
造
成
区
域
の
整
地
を
行
い
、
埋
立
地
の
造
成
は
切
土
工
を
主
体
と
し
て
行
う
。
ま
た
、
主
要
施
設
及
び
附
帯
設
備
の
設
置
工
事
に
伴
い
、
資
材
等
の
搬
出
入
、
建

(1)
設
工
事
に
伴
う
副
産
物
の
搬
出
等
を
道
路
を
経
由
し
て
行
う
。

水
面
埋
立
に
お
い
て
は
、
作
業
船
を
使
用
し
、
地
盤
改
良
、
水
中
で
の
杭
打
ち
及
び
水
面
へ
の
土
石
の
投
入
を
行
い
、
護
岸
築
造
を
行
う
。
ま
た
、
主
要
施
設
及
び
附
帯
設
備
の
設
置
工
事
に
伴
い
、
資
材
等

(2)
の
搬
出
入
、
建
設
工
事
に
伴
う
副
産
物
の
搬
出
等
を
道
路
を
経
由
し
、
又
は
、
船
舶
を
利
用
し
て
行
う
。

ニ

工
作
物
及
び
供
用
開
始
後
に
行
わ
れ
る
事
業
活
動
の
内
容

工
作
物
と
し
て
、
擁
壁
そ
の
他
の
貯
留
構
造
物
、
地
下
水
集
排
水
設
備
、
遮
水
工
、
雨
水
集
排
水
設
備
、
保
有
水
等
集
排
水
設
備
、
浸
出
液
処
理
設
備
、
通
気
装
置
そ
の
他
の
主
要
施
設
及
び
搬
入
管
理
設
備

(1)
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
、
管
理
棟
、
管
理
道
路
、
搬
入
道
路
、
ご
み
飛
散
防
止
設
備
、
防
災
設
備
そ
の
他
の
附
帯
設
備
を
有
す
る
。

埋
立
て
を
行
う
廃
棄
物
は
、
分
解
性
有
機
物
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
除
く
）
を
含
む
。

(2)

陸
上
埋
立
に
お
い
て
は
、
埋
立
て
を
行
う
廃
棄
物
を
道
路
を
経
由
し
て
搬
入
し
、
埋
立
供
用
時
は
即
日
覆
土
を
行
う
。

(3)

水
面
埋
立
に
お
い
て
は
、
埋
立
て
を
行
う
廃
棄
物
を
道
路
を
経
由
し
て
、
又
は
、
船
舶
を
用
い
て
搬
入
し
、
埋
立
供
用
時
は
一
定
水
位
を
超
え
た
時
点
か
ら
即
日
覆
土
を
行
う
。

(4)

三

こ
の
表
に
お
い
て
「
存
在
及
び
供
用
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
終
処
分
場
の
存
在
並
び
に
廃
棄
物
の
埋
立
て
の
用
に
供
す
る
こ
と
及
び
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
を
い
う
。

3



3

四

こ
の
表
に
お
い
て
「
粉
じ
ん
等
」
と
は
、
粉
じ
ん
、
ば
い
じ
ん
及
び
自
動
車
の
運
行
又
は
機
械
の
稼
働
に
伴
い
発
生
す
る
粒
子
状
物
質
を
い
う
。

五

こ
の
表
に
お
い
て
「
有
害
物
質
等
」
と
は
、
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
観
点
か
ら
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
物
質
を
い
う
。

六

こ
の
表
に
お
い
て
「
重
要
な
地
形
及
び
地
質
」、「
重
要
な
種
及
び
群
落
」
及
び
「
重
要
な
種
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
術
上
又
は
希
少
性
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

七

こ
の
表
に
お
い
て
「
注
目
す
べ
き
生
息
地
」
と
は
、
学
術
上
又
は
希
少
性
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
生
息
地
又
は
地
域
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
注
目
す
べ
き
生
息
地
を
い
う
。

八

こ
の
表
に
お
い
て
「
主
要
な
眺
望
点
」
と
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
て
い
る
景
観
資
源
を
眺
望
す
る
場
所
を
い
う
。

九

こ
の
表
に
お
い
て
「
主
要
な
眺
望
景
観
」
と
は
、
主
要
な
眺
望
点
か
ら
景
観
資
源
を
眺
望
す
る
場
合
の
景
観
を
い
う
。

十

こ
の
表
に
お
い
て
「
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
」
と
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
て
い
る
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
を
い
う
。

十
一

こ
の
表
に
お
い
て
「
放
射
線
の
量
」
と
は
、
空
間
線
量
率
等
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
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